












Possibility or Volunteers as a Agricultural Labor toward the Development of Regional
AgrlCulture -A case study of the Agricultural Support project in Sendai city-
【目的】
近年,食など農業-の関心の高まりから,都市農村交流の-一つである援農システムに対する注
目が高まっている.農家にとっても､援農に参加する市民は農業労働力のひとつとして有効であ
ることから,農村の高齢化や農業労働力不足などの問題の解消に効果があると考えられている.
しかし既存研究を整理すると,これまで農家側の視点に立った研究は行われてきたが,実際にど
のような市民が興味を持って援農活動を行うのかについては明らかにされてこなかった.本研究
では,援農システムの一事例として宮城県仙台市農業サポーター事業を取り上げ,その参加者に
対するアンケート調査と事業主体である仙台市-の聞き取り等を通じて参加者の意向を明らかに
すると共に､農家だけでなくサポーターにとってもインセンティブの強い事業のあり方について
検討を行った.
(調査方法】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~＼ー
農業サポーター活動の参加者組織である｢みのりの会｣の会員を対象にアンケート調査を行っ
た.調査方法は2009年11月～12月,集合調査および郵送調査で行い, 93名のうち68名から
rr.]答を得た.なお,アンケート作成にあたり,仙台市の担当者と利用農家およびサポーターに対
する聞き取り調査を行った.
【結果と考察】
アンケートの結果より,サポーターは活動に対して概ね良い評価を示していた.サポーターの
志望動機や活動の魅力等の結果から,サポーターが活動に参加するインセンティブとして, Ll ｢
農家に喜ばれる,農業に貢献している実感｣, ②｢栽培技術の習得｣, ③｢健康的な効果｣の3
点が明らかになった.一方サポーターが感じている事業-の課題として, ①｢利用登録農家の増
加｣,②｢スケジュール調整など活動機会の平等化｣,③｢幅広い年代の参加｣が挙げられる.また,
活動を行ったサポーターのうち, 68%が一年間のうち30日以上の活動を行っており,サポーター
は活動を通じて地域農業の理解者になり,なおかつフレキシブルに農作業を行うことから, ｢担
い手｣とは言えないものの,地域農業の｢支え手｣としての役割を担っていると言える.これら
の結果をもとに,唐崎･安中のインセンティブの形成支援手法を用いて,本事例の参加意欲の維
持･向上につながるモデル構築を行なった.サポーター･農家･仙台市の三者にとって有効であ
る仕組みとして,以下の二点が明らかになった.一つは,これまで仙台市が行っていた業務の一
部を｢みのりの会｣が行う事で,運営機関の強化を凶ると共にサポーターの農業知識や技術等の
マンパワーを活かした活動が期待できる.いまひとつは,利用農家に対する助成体制の整備であ
る.農家が事業を利用することで,地域農業の維持･市民が農業に触れ合う場の提供･保健効果
等のメリットを考慮して,継続利用している農家等に対しては時給基準を引き下げてサポーター
活動を行うなど,お互いに理解を示し合いながら活動の継続に向けた取り組みが必要である.
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